
スタートカリキュラムって何だろう ？

幼児教育と小学校教育のつながり

茨城女子短期大学

保育科 助川 公継

【日常生活や幼稚園などでの学びや育ち】

幼児
(あたま・こころ・からだ)

楽しいことや

好きなことに

集中

遊びを通して

学ぶ

五感を通じた

体験、言葉による

伝え合い

まわりのものへ

の興味・関心

お友達との

関わり合い

（トラブルも）

【発達のし方は一人一人ちがう ！ 】
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【小学校ヘ入ると・・・】

児童
(あたま・こころ・からだ)

教科の学習

（教科ごとの目標）
（教科書での学習）
（小1では8教科）

授業・時間割
（1時間は45分） 集団での活動

（登下校）
（集会）

（係活動）

教室
（机と椅子）

（黒板とチョーク）
図書室など

通学区域
（様々な幼稚園や保

育園から）給食
（12時半頃～）

幼児教育 小学校

教育のねらい
・目標

方向目標
「〜味わう」「感じる」等の方向づけを重視

到達目標
「〜できるようにする」等の到達度を重視

教育課程
経験カリキュラム

（一人一人の生活や経験を重視）
教科カリキュラム
（学問の体系を重視）

教育の方法等

５領域の総合的な指導 各教科などの区分あり

個人，友達，小集団
「遊び」を通じた総合的な指導
教師が環境を通じて活動を方向づける

学級・学年
教科等の目標・内容に沿って
選択された教材によって教育が展開

活動の切替え 活動（遊び）への満足感 時間による切替え

ポイント
幼児が遊び込むことができる環境を構築
し、幼児の主体的な活動を促す

内容の具体化と効果的な指導により、
目標に到達することができるようにする

※ 幼稚園や保育所、認定こども園と、小学校では？

【教育の特徴】
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【幼児教育と小学校教育の違いは・・・】
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幼児期の教育から小学校教育へ

n 遊びの中での学び
n 時間の区切りが緩やかな生活
n ５領域の総合的な指導

n 国語，算数などの教科学習
n 時間で区切られた授業
n 教室での座学が中心

学校教育

幼児教育

接続のための手立てが必要では ? 
・時 間 …４５分という枠。昼食が遅い
・空 間 …教室という空間、遊び道具、絵本
・友だち…活発な子、おとなしい子、一人ぼっち

・自由度…座る･集中･挑戦、興味関心の対象

※ ＜違いを知る＞ → ＜どうあってほしいか思いを共有する＞ → ＜どうつなげるか＞ という流れで！

段差

・環境の大きな変化
・円滑につなぐ

・不安と期待
・育ちは連続している

接続のための
カリキュラム

入学当初の生活を工夫！

【小学校】

もっている力を

伸ばす

【幼児教育施設】

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿

◆ 接続のためのカリキュラムについて

【5歳児】

アプローチ

カリキュラム

【入学後】

スタート

カリキュラム

接続カリキュラム
（架け橋プログラム）

《学びの芽生え》 《自覚的な学び》

小学校教育に向かう
幼児期の全体的な計画

幼児教育との円滑な接続を意識
した小学校入学時の教育課程
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スタートカリキュラム

・スモール・ステップの目標を設定し、段階的に慣れていけるように

・生活科を中心とした、合科的・関連的な指導を意識

・時間割や学習活動の工夫（10〜15分のモジュールや体験的な学習）

・家庭との連携を図る（懇談会や連絡帳、学年だよりなど）

円
滑
#
接
続

【小学校入学当初の授業や生活を工夫する】

◆ 幼児期の遊び（自主的な活動）を通して育まれてきたこと

◆ 各教科等の学習へつなげていく

「学校へ行くのが楽しい」
・安心感があり、自信がつく ・先生や友だちと仲よくなれる

・楽しい行事や活動がある ・勉強がおもしろい など
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「茨城県保幼小接続
カリキュラム」から

（茨城県教育委員会）



◆ まとめ （スタートカリキュラムとは）

○ スタートカリキュラムは、幼児期の教育から小学校教育への円滑な

接続を大切にした１年生の入学当初のカリキュラム

○ 遊びを中心とした幼児期の教育から教科などの学習を中心とした小学校の

教育へつなげる計画

○ 幼児教育施設での遊びや生活を通した学びと育ちを基礎として、主体的に

自己を発揮し、小学校生活を創り出していくもの

○ 大切にしたいのは、これまでの子どもの育ちや学びを生かすような取り組み

○ 幼児教育施設と小学校の先生が連携して、入学時に期待する子どもの姿を

イメージしながら、それぞれアプローチカリキュラムや、スタートカリキュラムを

考え、検討していくことが大事。


